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１． はじめに 
 
中山間地域が抱える課題には、過疎化、少子高齢

化、後継者不足などが挙げられ、それらの課題が、

より一層深刻化している。近年、これらの課題を解

決する方策の一つとして、都市農村交流における労

働体験型のプログラムであるワーキングホリデイが

注目されている。ワーキングホリデイとは、都市住

民がボランティアとして自然豊かな農村地域へおも

むき、普段経験したことのない農作業等を経験する

ことで、過疎化・高齢化により労働力が低下した地

域で「働く」ということ目的とする事例が多い。 
典型的な中山間地である徳島県上勝町においても、

地域の生き残りをかけ、都市農村交流型のワーキン

グホリデイが開催されている。筆者らは、上勝町で

実施された上勝ワーキングホリデイ（以下「上勝

WH」と略記）の特徴と分析を行い、現在も継続的

に上勝ＷＨの調査・研究を実施している１。 
 本研究では、現在まで４回実施された上勝ＷＨ概

要整理、関係者アンケート実施した。そして、地域

再生にむけたワーキングホリデイの展開の可能性と、

その課題について検討した。 
 
２． 上勝ワーキングホリデイの概要 
 
（1） 背景と経過 

上勝町での都市農村交流型ワーキングホリデイは、

持続可能な地域づくりを目的とした上勝町住宅マス

タープランにおける集落再生活動にて実施されてい

る地域懇談会（中津賀地区くるま座会議）の中で誕

生した２。 
 

（2） 上勝ワーキングホリデイの概要 
上勝 WH は、「参加者は、交通費自己負担で上勝

町農家の農作業・里山作業のお手伝いをし、受け入

れ農家は、これら作業方法を教え、宿泊と食事を提

供する」仕組みで、参加者の交通費自弁で労働に対

する報酬は無いが、宿泊・食事等は受入農家が提供

する形になっており金銭の供与は発生していない。

開催回数は、2006 年 6 月末現在までに４回である。 
募集人数は、各回 20 名であったが、第 3 次を除

き各回とも募集人数を上回る応募があった。第 1 次

～第 4 次上勝ＷＨの作業内容は、「地域環境整備」

「景観調査」「空き家整備」「活性化イベント」と「農

作業」であった。表２に上勝ＷＨの概要を示す。 
 
３． 上勝ＷＨアンケート調査 
 

（1） 概要 
第１次ＷＨから第４次ＷＨまでのそれぞれにおいて、

ＷＨ最終日に参加者と受け入れ農家にアンケートを実

施した。 

 

表 1 対象者別回収状況 
アンケート種別 配布数 回収数 回収率(%) 
参加者アンケート １０１ ９９ ９８．０ 
受入農家アンケート ５２ ５２ １００．０ 
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表 2 上勝ＷＨ（ワーキングホリデイ）概要 
項目 第1次ＷＨ（２泊３日） 第2次ＷＨ（２泊３日） 第3次ＷＨ（３泊４日） 第4次ＷＨ（３泊４日） 
期間 2005年3月4日～6日 2005年4月8日～10日 2005年9月15日～18日 2005年3月9日～12日 
募集人数 20名 20名 20名 20名 
応募人数 40名 39名 16名 39名 
参加人数 32名（1都2府7県） 

男14名・女20名 
29名（2府5県） 
男18名・女11名 

16名（1都2府6県） 
男10名・女6名 

24名（2府7県） 
男9名・女15名 

作業内容 【地域環境整備】伐木・伐木の運

搬焼却・間伐材小屋づくり 
【農作業】鶏出荷・しいたけ菌詰

め・薪割り・野焼き・キウィ剪定・

タラメの伏せ込み、他 

【地域環境整備】伐木・伐木の運

搬焼却・石積み・遊歩道橋設置 
【農作業】ひよこの世話・草刈り・

彩・こんにゃく作り・田起こし・

あめご出荷、他 

【景観調査】棚田景観調査・里山

景観調査 
【農作業】すだちの収穫、稲刈り、

草刈り、他 

【空き家整備】荷物の片づけ 
【活性化イベント】 
里山アート材料整備 
【農作業】キウィの袋詰め、しい

たけ収穫、草刈り、石積み、他 
受入農家 中津賀地区：6戸 

その他地区：4戸 
中津賀地区：6戸 
その他地区：7戸 

中津賀地区：2戸 
その他地区：6戸 

中津賀地区：2戸 
その他地区：10戸 

保険 ボランティア保険（受入農家負担） ボランティア保険（参加者負担） 
参加費 往復交通費（参加者自己負担） 
作業報酬 金銭報酬：なし 金銭外報酬：食事・宿泊 
宿泊 受入農家 
PR広報 タウン誌、新聞（地方・全国）、テレビ、ラジオ、大学、メーリングリスト、団体HP等 
体制 主催：中津賀くるま座会議（地域住民） 

運営協力：上勝町まちづくり推進課 
上勝自然体験学習研究会 

主催：上勝町産業課 
運営協力：上勝自然体験学習研究会 

   
   
表 3 アンケートの質問概要（参加者） 
番号 質問事項 内容 
問 1～ 
問 3 個人属性 1.性別 2.年代 3.出身地区  

問 4～ 
問 9 

参加まで
の経緯に
ついて 

4.上勝までの交通手段 
5.参加区分（個人参加、ｸﾞﾙｰﾌﾟ参加） 
6.ｸﾞﾙｰﾌﾟの人数、属性 
7.上勝訪問回数 
8.募集案内の認知手段  
9.参加目的 

問 10～
問 17 

今回の参
加内容に
ついて 

10.参加メニュー 
11.参加メニューの満足度 
12.宿泊先の満足度 
13.日程の満足度 
14.ＷＨ参加への支払い意志金額※ 
15.１回のＷＨに望ましい日数 
16.参加してよかったこと（自由意
見） 
17.参加して困ったこと（自由意見） 

問 18～
問 19 

今 後 の
WH につ
いて 

18.今後参加したいか 
19.今後の希望メニュー 

問 20 その他、自由意見 
※ 第２次ＷＨ以降の設問 

表 4 アンケートの質問概要（受け入れ農家） 
番号 質問事項 内容 
問 1～ 
問 2 個人属性 1.性別 2.年齢 

問 3～ 
問 6 

今回のＷ
Ｈについ
て 

3.今回実施したメニュー  
4.ＷＨ実施満足度 
5.参加者満足度 
6.ＷＨ参加への支払い意志金額 

問 7～ 
問 8 

今後のＷ
Ｈについ
て 

7.今後も受け入れたいか 
8.今後継続するとしたらどんな
作業メニューが考えられるか 

（自由意見） 
問 9 その他、自由意見 

 
（2） 参加者アンケート結果 
ここでは、参加者アンケートについて示す。 
図 1、図 2 に、参加者の居住地および年代を示す。 

 図 3 に、参加者のＷＨ参加目的を示す。「上勝」が

53％、続いて「農作業」が43％、「ＷＨ」が37％であ

った。このことより、多くの参加者は上勝という地域

を魅力に参加していることが伺えた。 

図4、図5に、参加者の「ＷＨメニュー満足度」「宿

泊先の満足度」を示す。それぞれ、「とても満足」「満

足」の合計が、99％、97％と高い満足度を示している。 

図 6 に、「ＷＨ参加への支払い意思額」をＷＨ参加

者に設問した結果を示す。図より、52％の参加者が 0

円と回答しており、その一方で、48％の参加者はＷＨ

参加への費用の支払い意思を表明しており、28％が

5000円と回答している。 

図 7 に、ＷＨ参加者の「参加してよかったこと」を

示す。29％の参加者が「人との出会い、つながり」を

あげている。 

ＷＨ参加者の参加動機は、「上勝」が最も多かった

が、参加してよかったことでは「人との出会い、つな

がり」が最も多く、「上勝のことを知れた」と回答し

たＷＨ参加者は、6％と少なかった。 

�����������������������������������������������
�����������������������������������������������
�����������������������������������������������
�����������������������������������������������
�����������������������������������������������
�����������������������������������������������

������������������������
������������������������
������������������������
������������������������

�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������

��������
��������
��������
��������
��������

3%2%
6%

10%
31%

47%

徳島���
���関西���
���関東���
���四国���
���中部
その他

 

図 1 参加者の居住地（Ｎ＝９９） 
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図 2 参加者の年代（Ｎ＝９９） 
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図 3 参加者のＷＨ参加目的（Ｎ＝９９） 
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図 4 参加者のメニュー満足度（Ｎ＝９９） 
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図 5 参加者の宿泊先満足度（Ｎ＝９９） 
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図 6 支払い意思金額（Ｎ＝６７） 
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図 7 参加してよかったこと（Ｎ＝９９） 
 

４． ワーキングホリデイ展開の可能性 
 

（1） ＷＨ作業の展開の可能性 
 第１次～第４次まで試行的に４回開催された上勝Ｗ

Ｈでは、農作業・地域環境整備・環境調査・空き家整

備の作業が参加者に提供された。 

 表 5 に、第１次～第４次までの上勝ＷＨにおける作

業別参加状況の一覧を示す。表より個別農家の農作業

の参加状況と、地域再生に資する地域環境整備・環境

調査・空き家整備の参加状況の比率は同程度となって

いることがわかる。 

 このように、上勝町におけるワーキングホリデイは、

上勝町の地域再生を目的とした作業に用いられている。 

 表6に、上勝ＷＨの作業項目別の作業の概要を示す。

ＷＨでの作業のうち、農作業・空き家整備は作業受け

入れ者が「個人」であり、地域環境整備・環境調査は、

作業受け入れ者が「組織・団体」となっている。 

 

表 5 上勝ＷＨの作業別参加状況一覧（枠内上段数
値：参加人数、下段数値：宿泊受け入れ農家戸数） 
作業項目 １次 ２次 ３次 ４次 計 

①農作業 
10名 
4戸 

12名 
7戸 

5名 
3戸 

18名 
8戸 

45名 
22戸 

（小計-1） 
  

  
45名 
22戸 

②地域環境
整備（水辺空
間整備等） 

24名 
6戸 

17名 
6戸 － － 

41名 
12戸 

③環境調査 
（里山ｱｰﾄ） 

－ － 
9名 
4戸 

3名 
3戸 

12名 
7戸 

④環境調査 
（棚田） 

－ － 
２名 
１戸 

－ 
2名 
1戸 

⑤空き家 
整備 

－ － － 
3名 
1戸 

3名 
1戸 

（小計-2） 
    58名 

21戸 

計 
34名 
10戸 

29名 
13戸 

16名 
8戸 

24名 
12戸 

103名 
43戸 
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表 6 上勝ＷＨにおける作業の概要 
作業項目 作業の概要 
①農作業 ●受け入れ農家での作業 

●作業：彩出荷・すだちの収穫・しいたけ菌詰
め・しいたけ収穫・キウィ剪定・キウィ出荷・
タラメの伏せ込み・こんにゃく作り／ひよこの
世話・鶏出荷・あめご出荷／薪割り・草むしり・
田起こし・石積み等 

②地域環境整
備 

●上勝町中津賀地区住民の発意による地域住
民による水辺空間整備 
●作業－１：【雄渕・雌渕環境整備】伐木・伐
木の運搬焼却・石積み・遊歩道橋設置 
●作業－２：【間伐材小屋づくり】小屋づくり、
（柿しぶ塗装） 

③環境調査
（里山ｱｰﾄ） 

●上勝里山ｱｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと連携実施 
●作業－１：上勝町全域の里山ｱｰﾄ設置候補地
の景観調査 
●作業－２：里山ｱｰﾄのプレ作品づくりのため
の木材搬出・木材皮剥 

④環境調査
（棚田） 

●「樫原の棚田」の文化的景観調査と連携実施 
●作業－１：棚田景観の景観資源調査 
●作業－２：棚田景観の視点場調査 

⑤空き家 
整備 

●Ｉターン者が活用する空き家整備 
●作業：空き家の清掃、片付け、荷物運搬 

 

（2） 上勝町ＷＨの課題 
 上勝町は、人口約2100名、高齢化率46％の小さな過

疎の町であり、財政基盤も都市部に比べて脆弱である。 

試行的に実施されてきた上勝町ＷＨは、地域再生の

観点から今後、下記に留意して展開することが望まし

いと考えられる。 

 

a． ＷＨ運営体制の確立 
上勝町におけるＷＨは、「住宅マスタープランの推

進事業」の中で実験的に運営された。 今後、継続的な

ＷＨ実施には、ＷＨ運営体制の確立が不可欠となる。

上勝町においては、行政単独でＷＨ運営体制を構築す

るのではなく、上勝町役場と上勝町内 NPO 組織等との

連携によるＷＨ運営体制の確立が望まれる。 

b． ＷＨ参加費の有料化の検討 
上勝町のＷＨの仕組みは、参加者が交通費自弁で労

働を提供し、そのかわりに、受け入れ者が宿泊と食事

を提供するという、飯田型（長野県飯田市）の仕組み

を準用している。 

今後は、行政の財政的負担を減ずるためにも、現在

無料で実施しているＷＨ参加費の有料化の検討実施が

望まれる。 

c． ＷＨの募集 
これまでに４回試行された上勝町ＷＨにおける参加

者および受け入れ者の募集は、いずれも、個人単位で

行われた。 

今後は、個人単位の募集だけでなく、参加者・受け

入れ者とも、組織・団体単位での募集も併用すること

が望まれる。 

d． ＷＨの開催時期・期間 
これまでに４回試行された上勝町ＷＨは、参加者を

同時に受け入れる「受け入れ同時開催方式」で実施さ

れた。今後は、「受け入れ同時開催方式」だけでなく、

受け入れ者のニーズにより即応した「受け入れ個別開

催方式」も併用することが望まれる。 

また、ＷＨの実施期間についても、参加者・受け入

れ者のニーズに即応した期間での実施が望まれる。 

e． ＷＨの受け入れ者の確保 
これまでに４回試行された上勝町ＷＨでは、全国よ

り受け入れ定員（20 名）を大幅に上回る参加希望があ

るが、受け入れ者の不足により、受け入れ人数の点で

参加者ニーズに答えられていない状況が発生している。 

今後、受け入れ者のニーズや課題を解決して、受け

入れ者の確保を継続的に実施していくことが急務とな

っている。このためには、組織的受け入れ制度の対応

や、町内における組織・情報などの連携強化が望まれ

る。 

 

５． おわりに 
 

 多くの過疎地では、人口減少の歯止めがかからず、

悪い循環からの脱却を模索し続けている。 

上勝町で実施された都市農村交流型ワーキングホリ

デイは、４回の模索・試行の結果、地域再生の有力施

策として関係者に認識され、上勝町住宅マスタープラ

ンにおいて「棚田オーナー制」と共に、「交流定住の

施策」として位置づけられた３。 

今後、都市農村交流型ワーキングホリデイから地域

再生型ワーキングホリデイへの新たな展開を目指し

て、試行及び調査研究を継続していく予定としてい

る。 
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